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概要: MuSTコーパスを拡張し，地震被害情報の抽出を行うことを可能とする地震被害情報コーパスの注釈仕

様を提案する．日本は世界有数の地震多発国であり，大地震発生時の被害情報は，避難者数や負傷者数，断

水や停電世帯数など，一種の統計量として，逐次，新聞などにより報道されている．これらの情報は，災害

時において被害状況を把握するために必要であることはもちろん，復旧後も，今後の防災対策のために活用

すべき重要な情報であり，地震被害情報コーパスの構築は意義あるものと考える．提案仕様に基づくコーパ

スを実際に構築し，これを利用したインタラクティブな情報可視化システムによりその有効性を示す． 
 
 
１. はじめに 
 日本は世界有数の地震多発国であり，最近でも震

災時の帰宅支援マップがベストセラーとなるなど多

くの人が地震災害に関心をもっている．大地震発生

時の被害情報は，避難者数や負傷者数，停電や断水

している世帯数などの一種の統計量として，逐次新

聞などにより報道されている．これらの情報は，地

震発生時においても被害状況を把握する上で重要で

あるが，復旧後も今後の防災対策に生かすために活

用すべき，重要な情報であると考える． 
 我々はこれまでに，動向情報の要約と可視化に関

するワークショップ（MuST）［2］の提供する研究

用データセットであるタグ付きコーパス（MuSTコ
ーパス）中の新聞記事を対象とした地震動向情報可

視化システムを開発している［7］．しかし，MuST
コーパスでは震源地および震度観測地のみを対象と

しており，地震によって引き起こされる被害状況に

ついては抽出・可視化の対象外としていた．そこで

本稿では，新聞記事中の地震被害情報に注釈の付与

を可能とするため，MuSTコーパスの注釈仕様を拡

張した，地震被害情報コーパス［4］を提案・構築

する．新潟中越地震に関して構築した地震被害情報

コーパスを用いて，被害に関する時空間的動向をイ

ンタラクティブに表現する，地震被害情報可視化シ

ステムを開発し，被験者実験によりその有効性を示

す． 
次節では，被害情報を扱うために，MuST コーパ

スの注釈仕様に対して施した拡張について提案し，

MuST コーパスとの比較を行う．3 節では，地震被

害情報可視化システムの詳細を述べる．最後に，構

築した被害情報コーパスに基づく可視化システムの

有効性を 4 節で示す．  
 

２. 地震被害情報の抽出 
２．１ 新聞記事における地震被害情報 
新聞記事に含まれる，地震被害に関する動向情報

の記述には以下の 2 つが挙げられる．図 1，2 は毎

日新聞 2004 年 10 月 24 日朝刊の一部である． 
 
・人的被害に関する記述 
地震による死亡者数，負傷者数，行方不明者数な

どの記述．死亡者数と行方不明者数は変動があれ

ば市区町村単位で正確な値が発表されるが，負傷

者数と避難者数はほぼ毎日概算で発表される． 
 

 
図 1：人的被害に関する新聞記事の例 

 同県内で１０人が死亡、１０人が行方不明とな

っている。毎日新聞の２４日午前０時半現在のま

とめでは、けが人は６４０人を超えた。 

 
・ライフラインの被害状況に関する記述 
 地震による停電世帯数，ガス供給停止世帯数，断

水世帯数などの記述．被害件数の発表はほぼ毎日，

市区町村単位で概算で発表される． 
 

 
図 2：ライフラインの被害に関する新聞記事の例 

 東北電力によると、午後１０時現在、約９万５

０００戸が停電。都市ガスは約５万６０００戸で

供給が止まり、断水は約１１万戸に達した。 

 

２．２ 地震被害情報のための注釈仕様 
地震被害情報を抽出するにあたり，MuST コーパ

スでは地震等の災害による被害情報に対する注釈付

けは考慮されていないため，現状の注釈仕様ではそ

れらに対する注釈付けには不十分である．そこで本



稿では，地震被害情報に対する注釈付けが可能なよ

うに MuST コーパスを拡張することを提案する．具

体的には，既存の要素により注釈が付与される対象

を拡張すると共に，新たな属性を追加することによ

り，地震規模だけでなく，人的被害 (死亡者数・負

傷者数・行方不明者数・避難者数) やライフライン

の被害状況など，震災による被害情報へ注釈付けを

可能とする．以下に地震被害情報コーパスのために

追加した仕様を説明する． 
 
・unit 要素について 
この要素が示す出来事や統計量の種類を type 属

性によって表す．属性値として地震が発生したと

いう事実について言及する部分には“地震”，マグ

ニチュードなど地震の規模について言及している

部分には“規模”，死亡者数など被害情報について

言及している部分には“被害”をとる．“規模”と“被
害”は of 属性を付与することにより，もととなる

地震について言及する部分を参照する． 
 
・val 要素 
この要素が示す統計量の種類を type 属性によっ

て表す．area 属性で対応する被害範囲を参照する． 
 
・par 要素 
この要素の示すパラメータの種類を type 属性に

よって表す．type 属性が“被災地”など地名をさす

場合，地域範囲に応じて“地方”あるいは“市区町

村”といった gra 属性を付与する．date 属性で対

応する地震の起こった日付を参照する． 
 
・date 要素 
 id 属性を付与することにより，後に (par 要素な

どから) 参照を可能とする． 
 
表1にMuSTコーパスと地震被害情報コーパスの

unit 要素，val 要素，par 要素について比較した表

を示す． 
 
表 1：MuST コーパスと地震被害情報コーパスの

要素比較 

 
 
 

毎日新聞 2004年版 10月 24日朝刊記事の一部に，

MuSTコーパスに基づき注釈付けを行ったものを図

3，地震被害情報コーパスに基づき注釈付けを行っ

たものを図 4 に示す． 
MuST コーパス（図 3）では注釈付け対象を地震

発生時間，代表的な震度観測地とその地域での震度，

マグニチュードのみとしている．そのため，震源地

や震源の深さなど，地震規模を詳細に記述している

節に del 要素を付与することにより，抽出対象外と

している． 
地震被害情報コーパス（図 4）では，unit 要素に

「type=“規模”」属性を付与することにより，震源

地や震源の深さなどを，地震の規模情報として抽出

対象としている．また「type=“地震”」属性を付与

することにより地震の発生に関する記述部分を指定

し，被害情報に関する記述部分には「type=“被害”」

属性を付与している．さらに地震被害（被害者数）

を表す記述にもタグを付与することにより被害情報

を抽出対象としている． 

図 3：MuST 注釈仕様を用いた注釈付けの例 
 

２．３ 地震被害情報コーパス 
毎日新聞 CD-ROM 2004 年版を利用して，地震被

害情報コーパスを作成した．本研究では，新潟中越

地震に関する 44 記事（10 月 24 日～11 月 12 日）に

対し，人手による注釈を付与した． 
 人的被害に関する 23 記事を対象に注釈付けを行

った．各要素における注釈付与数は unit 要素 26 個，

val 要素 40 個である．抽出結果によって得られるデ

ータテーブルは以下の通りである． 
 
 

 

 MuST 
コーパス 

地震被害情報コーパス 

unit 
要素 

地震発生の記述

を event 属性を

用いて表す 

地震発生，地震規模，地震

被害を type 属性を用いて表

す 
val 
要素 

なし 人的被害，ライフライン被

害を表す統計量の値に付

与．パラメータの種類を

type 属性によって表す 
par 
要素 

地震規模を表す

パラメータに付

与 

地震規模を表すパラメータ

に付与．パラメータの種類

を type 属性によって表す 

<unit event="地震"> 
<date gra="時" abs="20041023">２３日午後５時５

６分ごろ</date> 
、 
<par><rft id="041024003_1">新潟県</rft></par> 
を中心に強い地震があり、 
<par>新潟県小千谷市</par> 
で 
<par>震度６強</par> 
の揺れを観測した。 
<del type="src">気象庁によると、</del> 
<del type=”oot”>震源地は同県中越地方で、</del> 
<del type=”oot”>震源の深さは約２０キロ</del> 
、地震の規模を示すマグニチュード（Ｍ）は 
<par>６・８</par> 
と推定される。 
</unit> 
同県内で１０人が死亡、１０人が行方不明となって

いる。毎日新聞の２４日午前０時半現在のまとめで

は、けが人は６４０人を超えた。住宅倒壊や土砂崩

れが各地で発生し、上越新幹線は浦佐―長岡間で脱

線した。 



 
 ・時間情報（発表日時） 
 ・都道府県名 
 ・市区町村名 

 ・被害の種類（死亡，負傷，行方不明，避難） <unit id="041024M01_1" type="地震"> 
<date id="041024M01_1_1" gra="時" 
abs="20041023">２３日午後５時５６分ごろ    
</date>、 
<rft id="041024M01_1_2">新潟県</rft> 
を中心に強い地震があり、 
<par type="被災地" gra="市区町村" 
date="041024M01_1_1">新潟県小千谷市    
</par> 
で 
<par type="震度" date="041024M01_1_1"> 
震度６強</par> 
の揺れを観測した。 
</unit> 
<unit id="041024M01_2" type="規模" 
of="041024M01_1"> 
<del type="src">気象庁によると、</del> 
震源地は 
<par type="震源地" date="041024M01_1_1"> 
<pro ref="041024M01_1_2"> 
同県</pro>中越地方</par> 
で、震源の深さは 
<par type="震源の深さ" date="041024M01_1_1"> 
約２０キロ</par> 
、地震の規模を示すマグニチュード（Ｍ）は 
<par type="マグニチュード" 
date="041024M01_1_1">６・８</par> 
と推定される。 
</unit> 
<unit id="041024M01_3" type="被害" 
of="041024M01_1"> 
<par id="041024M01_3_1" type="被災地"> 
<pro ref="041024M01_1_2">同県</pro></par> 
内で 
<val type="死亡者数" area="041024M01_3_1"> 
１０人</val> 
が死亡、 
<val type="行方不明者数" 
area="041024M01_3_1">１０人</val> 
が行方不明となっている。 
<del type="src"> 
毎日新聞の２４日午前０時半現在のまとめでは、 
</del> 
けが人は 
<val type="負傷者数" area="041024M01_3_1"> 
６４０人</val> 
を超えた。 
</unit> 
住宅倒壊や土砂崩れが各地で発生し、上越新幹線は

浦佐―長岡間で脱線した。 

 ・被害人数  
ライフラインに関する 21 記事を対象に注釈付け

を行った．各要素における注釈付与数は unit 要素

63 個，val 要素 63 個である．抽出結果によって得

られるデータテーブルは以下の通りである． 
 ・時間情報（発表日時） 
 ・都道府県名 
 ・市区町村名 
 ・ライフラインの種類（電気，ガス，水道） 
 ・被害件数 
地震発生に関する 9 記事を対象に注釈付けを行っ

た．各要素における注釈付与数は unit 要素 31 個，

par 要素 73 個である．抽出結果によって得られるデ

ータテーブルは以下の通りである． 
【震源に関するデータ】 
 ・時間情報（発表日時） 
 ・震源地 
 ・マグニチュード 
【震度観測地に関するデータ】 
 ・時間情報（発生日時） 
 ・都道府県名 
 ・市区町村名 
 ・震度 
 
3 ．地震被害情報の可視化 
３．１ 時間的動向情報の可視化 
被害状況の時間的推移を図 5(a)のようなグラフを

用いて表す．時間的動向情報を，縦軸に被害件数と

マグニチュード，横軸に被害日時をとる折れ線グラ

フと棒グラフを用いて表示する．このグラフによっ

て人的被害（死亡者数，負傷者数，行方不明者数，

避難者数），ライフライン被害（停電戸数，ガス供給

停止戸数，断水戸数），地震規模（マグニチュード）

が表示可能である．関連する被害情報を時系列順に

まとめて視覚化することで，時間的な動向を把握す

ることが容易となる．さらに，グラフ上の各点を選

択することにより，その点における被害地域の分布

を空間的動向情報として提示可能である． 
 
３．２ 空間的動向情報の可視化 
被害地域の分布を図 5(b)のような日本地図を用い

て表す．本システムの地図表示は HieX［6］をベー

スに作成している．図 5(b)は中越地震におけるガス

供給停止地域の分布を表している．空間的動向情報

として人的被害（死亡者数，負傷者数，行方不明者

数，避難者数）の分布，ライフライン被害（停電戸

数，ガス供給停止戸数，断水戸数）の分布，各地の

震度が表現可能である．被害の深刻さ（被害者数，

被害戸数）は赤色の濃度によって表現される．空間

粒度は市区町村単位で表示可能である．地図を利用

することにより，地震による影響の範囲などを把握

することが容易となる．また，地図の被害地域を選

択することにより，その地域における被害の時間的

推移を提示可能である． 

図 4: 地震被害情報抽出のための注釈付け



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３ 地震被害情報可視化システム 
地震被害情報コーパスから被害情報を抽出し，地

震被害に関する時間的，空間的動向情報を可視化し

てユーザに提示する，地震被害情報可視化システム

を実装する．図 6 に，可視化システムの構成を示す．

可視化システムは地震被害情報コーパスから動向情

報抽出部により地震被害情報データベースを構築す

る処理（オフライン処理）と，ユーザの要求に応じ

た可視化表現を生成し，インタラクティブに提示す

る処理（オンライン処理）に分けられる． 
地震被害情報コーパスから XML パーサを用い情

報抽出を抽出し，被害地域を市区町村 DB より補完

することにより，地震被害情報 DB を作成する．地

震被害情報 DB と市区町村 DB の緯度経度情報を用

いて地震被害情報の可視化を行う．本システムは

Web開発ツールgrailsを利用して実装することによ

り，ブラウザ上で閲覧可能な Web アプリケーション

図 6

となっている． 

：可視化システムの構成 
 

４．可視化システムの有効性の検証 

報の

可

る既存システムとし

て

人に提

案

５．おわりに 

T コーパスの拡張仕様である地震

となる要因を新聞記事から抽

出
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図 5(a)：時間的動向情報の可視化(左)， 
(b)：空間的動向情報の可視化(右） 

 本稿では，MuS
被害情報コーパスを提案し，新潟中越地震に関して

構築したコーパスを利用したインタラクティブな情

報可視化システムを実装することによりその有効性

を示した．地震被害情報コーパスを構築することに

より，地震規模だけでなく，地震によってもたらさ

れた被害を抽出することが容易となり，震災の様子

を様々な観点から提示し防災計画などに活用できる

ことが期待できる． 
今後は，被害の根拠

可能な拡張を行うことにより，詳細な被害情報を

伝えることが可能となると考える． 
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